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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
マイク支持ゴムに一体成型した複数の弾性マイク支持柱に、マイクユニットの周辺に形成
した取り付け挟み部を挟み込んで取り付け、上記マイク支持ゴムは電池ケース上とマイク
カバーに挟み込まれて固定され、上記マイクユニットがマイクカバーの内側に接触しない
よう間隔を空けて取付けられることを特徴とするマイク取付け構造。
【請求項２】
上記複数の弾性マイク支持柱は、上記マイクユニットの厚さより高く形成され、上記複数
の弾性マイク支持柱に上記マイクユニットがマイク支持ゴムに接触しない位置にマイク取
付け凹部を設けたことを特徴とする請求項１に記載のマイク取付け構造。
【請求項３】
上記マイクユニットは、マイク本体をマイクゴムに挿入してマイクケース上とマイクケー
ス下に挟み込んで構成し、上記マイクユニットの周辺に形成した取り付け挟み部を上記マ
イク取付け凹部に挟み込むようにして取付けることを特徴とする請求項１に記載のマイク
取付け構造。
【請求項４】
上記マイク支持ゴム及び上記複数の弾性マイク支持柱は、ネオプレンゴムまたは弾性のあ
るプラスチック材料等の弾性材料よりなることを特徴とする請求項１に記載のマイク取付
け構造。
【請求項５】
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上記マイクゴムは、上記マイク支持ゴムより柔軟性のあるシリコンゴムのような柔軟性の
ある弾性材料よりなることを特徴とする請求項３に記載のマイク取付け構造。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】
【０００１】
本発明は、取付けが容易で、ハウリングが生じることが少ないマイクの取付け構造に関す
る。特にメガホンに好適なマイク取付け構造に関する。またメガホンマイクの感度調整装
置に関する。
【従来の技術】
【０００２】
音響によって生じた空気振動を電気信号に変換するマイクを機器本体に取りつける場合、
音響によって生じた空気振動に対しては動作するが、マイクを取り付ける機器本体からの
振動やその他不要な振動に対しては動作しないように取り付けなければ雑音が大きくなる
。また近接マイクを使用する場合、近接する音響による空気振動に対しては動作し、遠方
からの音響による空気振動に対しては動作しないような取付構造にしなければならない。
特に、メガホンは比較的小さい容積内にスピーカ、アンプ、電源、マイク、スイッチ、サ
イレン回路、ホイッスル回路その他を高密度に収納し、小型に構成しているため、マイク
とスピーカとの距離が短く、スピーカからの回り込み音響、メガホンボディ自身を伝達す
る振動、メガホン内部の部品を伝達する振動、メガホン内部を通過する空気振動、またメ
ガホンボディに接触する接触音や摩擦音がマイクに入力される。これらは雑音、ハウリン
グの原因となりメガホンの品質を低下させる。そのため、マイクはメガホンボディからの
振動や不要な空気振動から絶縁するようゴム等の振動吸収材を介してマイクを取り付けら
れている。また雨水や水滴がメガホンボディ内に浸入しないように日常防水構造にしてい
る。
【０００３】
例えば、特開１１－７４９５５号公報では、マイク本体を弾性材料からなるシールドカバ
ーにより覆い、回路基板にマイクの出力端子を接続して搭載し、回路基板とケーシング内
面によりシールドカバーを挟圧するように取付けることにより、シールドカバーと回路基
板の隙間をなくして、回り込み音声に対するシールドを施す構造が示されている。
【特許文献】
特開平１１－７４９５５号公報
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
メガホンの場合、スピーカからの回り込み音響、メガホンボディ自身を伝達する振動、メ
ガホン内部の部品を伝達する振動、メガホン内部を通過する空気振動、またメガホンボデ
ィに接触する接触音や摩擦音は、周波数帯域の分布が広く、また大小のレベルが混在して
いるため、ゴム等の一種類の振動吸収材を介してメガホンボディにマイクを取り付けても
ほぼ完全な状態で遮断することは困難であった。また振動吸収材をたくさん使用すると、
取り付け部品点数が多くなり、取り付け工程が増える。またメガホンマイクの感度は製品
ごとに個々に生産段階で調整する必要があり、経時変化にも対応できる構造とするのが望
ましい。
本発明は上記問題に鑑みて、取付けが容易で、雑音の入力を少なくし、またハウリングを
生じることが少ないマイク取付け構造を提供するものである。特にメガホンに好適なマイ
ク取り付け構造を提供するものである。またメガホンマイクの感度を容易に調整できる構
造を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の請求項１のマイク取り付け構造は、マイク支持ゴムに一体成型した複数の弾性マ
イク支持柱に、マイクユニットの周辺に形成した取り付け挟み部を挟み込んで取り付け、
上記マイク支持ゴムは電池ケース上とマイクカバーに挟み込まれて固定され、上記マイク
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ユニットがマイクカバーの内側に接触しないよう間隔を空けて取付けられることを特徴と
する。
【０００６】
また、本発明の請求項２のマイク取付け構造は、請求項１に記載のマイク取付け構造であ
って、上記複数の弾性マイク支持柱は、上記マイクユニットの厚さより高く形成され、上
記複数の弾性マイク支持柱に上記マイクユニットがマイク支持ゴムに接触しない位置にマ
イク取付け凹部を設けたことを特徴とする。
【０００７】
また本発明の請求項３のメガホンのマイク取付け構造は、請求項１に記載のマイク取付け
構造であって、上記マイクユニットは、マイク本体をマイクゴムに挿入してマイクケース
上とマイクケース下に挟み込んで構成し、上記マイクユニットの周辺に形成した取り付け
挟み部を上記マイク取付け凹部に挟み込むようにして取付けることを特徴とする。
【０００８】
また本発明の請求項４のメガホンのマイク取付け構造は、請求項１に記載のマイク取付け
構造であって、上記マイク支持ゴム及び上記複数の弾性マイク支持柱は、ネオプレンゴム
または弾性のあるプラスチック材料等の弾性材料よりなることを特徴とする。
【０００９】
また本発明の請求項５のメガホンマイクの取付け構造は、請求項３に記載のマイク取付け
構造であって、上記マイク支持ゴム及び上記複数の弾性マイク支持柱はネオプレンゴムま
たは弾性のあるプラスチック材料等の弾性材料よりなり、上記マイクゴムはマイク支持ゴ
ムより柔軟性のあるシリコンゴムのような柔軟性のある弾性材料よりなることを特徴とす
る。
【発明の実施の形態】
【００１０】
本発明のメガホンは、図１に示すように、外観的にホーンマウス１と、ハンドル２が取り
付けられたアンプケース３と、このアンプケース３の後方部に形成した凹部２２に収納さ
れ、出し入れが可能な電池ケース４の３部分から構成される。電池ケース４は側面周囲に
１０個のメガホン用乾電池を着脱が容易な構造で取り付けるとともに、後方にマイクユニ
ット９０を内蔵するマイクカバー６３を取付ける。
【００１１】
ホーンマウス１は、図１に示すように、スピーカフレーム１０の内部にリング状永久磁石
１１、内プレート１２、外プレート１３、ヨーク１４よりなる磁気回路を収納し、内プレ
ート１２と外プレート１３との間に形成される磁気ギャップにボイスコイルが挿入される
。ボイスコイルの上端はドーム状振動板１５に結合され、ボイスコイルに入力された電気
的な音声信号が磁気回路とともに作用して振動板１５の振動に変換される。振動板１５の
前方にはスロート１６が備えられ、スロート１６の前方にレフレクタ１７ａ、１７ｂが備
えられ、ホーンマウス１の先端開口部より音声が放出される。ホーンマウス１とスロート
１６は一体成型されており、スロート１６と磁気回路は３本以上のネジ１８によって結合
され、スロート先端にレフレクタ１７ａが挿入接着して固定される。レフレクタ１７ｂは
ホーンマウス１、スロート１６とともに６個のネジ１９によりネジ止めされるとともに、
ネジ１９の先端がアンプケース３の開口端部に接着固定されたボス２０に締め込まれ、ホ
ーンマウス１とアンプケース３を結合一体化している。ボス２０はアンプケース３と一体
成型してもよい。以上によりメガホンのスピーカが構成される。
【００１２】
このホーンマウス１とアンプケース３を結合する際、スピーカフレーム１０の後方外周を
ゴム、柔軟性樹脂等の弾性材料よりなる鍔付き帽子形状の防水パッキング２１で覆い、か
つ鍔部周縁がホーンマウス１とアンプケース３の外周まで延長するように形成して、ホー
ンマウス１とアンプケース３の間隙を充填して気密及び防水構造にしている。この防水パ
ッキング２１は同時にスピーカ開口からアンプケース３に侵入する水、湿気も防水する。
【００１３】
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本発明において、ボイスコイル端子はスロート１６の表面側に形成せず、スロート１６の
裏面側でドーム状振動板１５の外周縁より外側位置に中継端子を設け、この中継端子を介
してリード線（図示せず）を上記防水パッキング２１のリード穴を通して後方のアンプケ
ース３へ導出する。このようにボイスコイルがスロート１６の裏面側に中継端子を設け、
スピーカの後方に存在するアンプに導出しているので、ボイスコイルを最短距離でスピー
カからアンプに接続することができる。また、ボイスコイル端子の接続箇所が外部空気と
直接接触する位置にないので、爆発や発火の原因となる危険性は少なく、また水滴がつく
恐れが少なく、錆びる恐れが少ない。また防水パッキング２１は柔軟性を有しているので
、ドーム状振動板１５の振動、ボイスコイルの発熱、アンプの発熱等によって内部圧力が
変化した場合、その内部圧力を調整する機能を有する。
【００１４】
図２にアンプケース３の断面図を示すように、アンプケース３は、電池ケース４を収納す
る凹部２２と、この凹部２２の底面２３の裏側（アンプケース内側）に５つの取付ボス２
４が一体成型により形成される。凹部２２を形成する開口端部に電池ケース４をねじ込む
ためのメネジ７４が形成される。取付ボス２４の頂上にプリント基板２５を５つのネジ２
６で取付け固定する。要するにプリント基板２５はホーンマウス１とアンプケース３の凹
部２２の底面２３との間の空間に収納される。プリント基板２５にはメガホンのアンプ回
路を構成するためにＬＳＩ、ＩＣ、抵抗、コンデンサ等の電気部品（図示しない）が搭載
され、プリント配線によって相互接続している。プリント基板２５にはアンプ回路だけで
なく、サイレン用発振回路、ホイッスル用発振回路も搭載している。
【００１５】
アンプ回路は図３に示すように、エレクトレットマイクロホンなどコンデンサマイク１２
５を入力素子とし、マイク１２５の入力信号はマイク感度と周波数特性を調整するコンデ
ンサ１２６、マイク動作電圧と感度に関連する抵抗１２７、マイク音量調整用ボリューム
１２８、マイク感度調整用ボリューム１２９を経てアンプ用ＩＣ１３０に入力される。ア
ンプ用ＩＣ１３０の出力はメガホンのスピーカ１３１に供給され、音声出力が放出される
。アンプ回路の電源端子と直流電源１３２はＦＥＴ１３３を介して直列接続され、ＦＥＴ
１３３のゲートとアース間にメガホンの電源スイッチ１３４が挿入されている。従って電
源スイッチ１３４によってＦＥＴ１３３が制御され、アンプ回路の動作が制御される。図
３は更にサイレン用発振回路１３５を示し、その出力は発振周波数調整用・出力レベル調
整用ボリューム１３６を介してアンプ用ＩＣ１３０に入力される。サイレン用発振回路１
３５の電源回路と直流電源１３２に間にトランジスタ１３７が直列接続され、トランジス
タ１３７のベースとアース間にサイレンスイッチ１３８が挿入されている。従って、サイ
レンスイッチ１３８によってサイレン用発振回路１３５の動作を制御できる。サイレン用
発振回路１３５は時定数を変えることによりホイッスル回路に変えることができる。図３
はアンプ回路とサイレン用発振回路を示しているが、アンプ回路とホイッスル用発振回路
としてもよく、またアンプ回路とサイレン用発振回路及びホイッスル用発振回路の組み合
わせとしてもよい。
【００１６】
プリント基板２５の一方の面にプリント配線が施され、他方の面に電気部品が搭載される
。この図の実施例の場合、電気部品が取付ボス２４と凹部２２の底面２３の裏側とによっ
て形成された空間に配置され、プリント配線面がホーンマウスに面するように取り付けら
れる。マイク感度調整用ボリューム１２９も他の電気部品と同じ面上のプリント基板２５
に取り付けられるので、マイク感度調整用ボリューム１２９の調整用回転軸（図示しない
）は上記底面２３に向けて取りつけられる。上記底面２３がマイク感度調整用ボリューム
１２９の回転軸に対向する部分に、調整具挿入用透孔１４０が形成される(図５参照）。
調整具としては、精密ドライバーや特殊工具など一般ユーザには使用しにくく、また容易
に調整できない方が適しており、調整具挿入用透孔１４０は小さい方が望ましい。図２に
より明らかなように、マイク感度調整用ボリューム１２９の回転軸は底面２３から数ミリ
メートルから数センチメートル離れている。このように底面２３とマイク感度調整用ボリ
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ュームの間に少し間隔があることにより、一般ユーザがマイク感度調整用ボリューム１２
９を操作することが少なくなり、メガホンを安定して使用することができる。また逆にマ
イク感度調整用ボリューム１２９と底面２３の間に少し間隔があることで調整が行ないに
くくなるので、マイク感度調整用ボリューム１２９の回転軸が底面２３に接近して取り付
けるようにしてもよい。
【００１７】
図５に示すように底面２３には、調整具挿入用透孔１４０の外にアンプケース３を成型し
、メネジ７４を成型するための金型を回転させながら型抜きする際に、アンプケース３の
内壁を形成する金型が同時に回転しないように、アンプケース３の外壁を形成する金型と
連結するためにナカゴ倒れ防止用・回転防止用の２つの透孔１４１、１４２が形成されて
いる。調整具挿入用透孔１４０と、２つの透孔１４１，１４２を形成するために、スピー
カとマイクの間をアンプケースの底面２３によって隔離することができなくなって、スピ
ーカの音響がメガホン内側で透孔１４０、１４１，１４２を通してマイクに入力されハウ
リングを生じ易くなる。これを防止するために、マイク感度の調整後、底面２３の内側あ
るいは外側、もしくは両方の面に透孔１４０，１４１，１４２を塞ぐように補強板又はフ
ィルムを貼り付けてもよい。
【００１８】
プリント基板上の電気部品、特に出力用ＩＣの放熱を良好にするため、プリント基板２５
に銅、アルミニウムなど放熱性の良好な板材により放熱板が取り付けられ、アンプケース
３の内部に配置される。この実施例では第１の放熱板２７（図５参照）がプリント基板上
に電気部品と同じ面に配置され搭載されるとともに、第２の放熱板２８がアンプケース３
と凹部２２の間の空間２９内に配置される。上記空間２９は電池ケース４に沿って凹部２
２がほぼ円筒形に形成されていることにより、第２の放熱板２８もほぼ円筒形状に形成さ
れるが、アンプケース３の底部にハンドル２を取り付けるために切り欠きを形成している
ので、放熱板２８は一部切り欠いた折れ曲がり板によって形成される。この実施例は折れ
曲がり板を使用しているが、円筒形板を使用して、上記空間２９に配置してもよい。
【００１９】
図２に示すように、凹部２２の底面２３に電池ケース４からの４つの出力端子と接触する
固定端子３１を臨出するため、４つの開口３２が形成される。図４（ａ）に示すように、
４つの開口３２にそれぞれリン青銅板のように錆びることがなく、かつ弾性及び導電性の
よい材料よりなる固定端子３１の折曲げ突部３３が突出される。固定端子３１は取付ボス
２４とほぼ長さが等しいＬ端子支持基板３４に４つの固定端子３１をほぼ平行に配置して
、図４（ｂ）に示すようにＬ端子固定用抵抗３５のリード線を固定端子３１の形成した穴
に通して、それぞれをＬ端子支持基板３４に半田付けして取り付ける。そしてＬ端子支持
基板３４の一方の端部を、凹部２２の底面２３の裏側に一体成型した基板支持部３６によ
り支持し、Ｌ端子支持基板３４より突出した固定端子突部３７をプリント基板２５のプリ
ント配線に半田付けして接続する。基板支持部３６はＬ端子支持基板３４の一方の端部を
支持するために取付ボス２４の１／４～１／５程度の長さでよい。
【００２０】
このように固定端子３１は、開口３２にその折曲げ突部３３を挿入して突出させ、固定端
子３１を取り付けたＬ端子支持基板３４を基板支持部３６に支持し、かつ固定端子突部３
７をプリント基板２５に半田付けして固定するので、両端が固定され、固定端子３１を底
面２３にほぼ垂直に強固に取り付けることができる。４つの固定端子３１は後述する電池
ケース４の回転接触部と接触し、電池端子と接続され、またマイクユニット端子と接続さ
れる。電池端子はアンプ回路の電源に接続されてアンプ回路を作動する。マイクユニット
端子はアンプ回路の入力に接続され、入力信号を入力する。
【００２１】
図５に示すように、アンプケース３とハンドル２は、アンプケース３の円筒形の底部を一
部切り欠いた両側の端部に形成した２つの切り込み側縁凸部３９に、図６に示すハンドル
２の上部両側に形成した溝４０をスライドして嵌め込み一体化し、その後、アンプケース
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３とホーンマウス１をネジ１９で固定することにより、ホーンマウス１、アンプケース３
、ハンドル２を全体として一つにする。ハンドルの上部両側に形成した溝４０は、ハンド
ルの上部側壁に形成しているので、両方の側壁の間を埋める補強材４１を嵌め込み、ネジ
４４で固定する（図１参照）。このようにホーンマウス１、アンプケース３、ハンドル２
を全体として一つにしてメガホンを構成する前に、プリント回路基板に取り付けたサイレ
ン用発振回路の発振周波数と出力レベル調整、及びホイッスル用発振回路の発振周波数と
出力レベル調整が行われる。サイレン用発振回路とホイッスル用発振回路の発振周波数と
出力レベル調整はモニターを見ながら、あるいは発振音を確かめながら生産ラインで一度
調整することにより、その後の調整を必要とすることはない。
【００２２】
しかしマイク感度はマイク本体の特性により、また経時変化によりメガホン個々に調整す
る必要があるので、ホーンマウス１、アンプケース３、ハンドル２を全体として一つにし
てメガホンを構成し、後述するように電池ケース後方に取り付けたマイク本体と電気的に
接続した状態で、マイク感度を確認した後、電池ケースを外して調整具挿入用透孔１４０
に感度調整具を挿入してマイク感度調整用ボリューム１２９の回転軸を回転させて感度を
調整する。
【００２３】
図１に示すように、ハンドル２の内部には電源スイッチ４２とボリュウム４３が基板４５
に取付けられて支持されている。電源スイッチ４２は図３のスイッチ１３４に該当し、ボ
リューム４３は図３のボリューム１２８に該当する。電源スイッチ４２とボリュウム４３
はゴム、柔軟性樹脂等の弾性を有し防水性のある保護膜４６で覆われている。ボリュウム
４３の回転軸４７に回転ツマミ４８が取り付けられ、その一部がハンドル２の後方側の窓
４９から臨出している。また上記電源スイッチ４２のアクチュエータ５０に、ハンドル２
の前方側の窓５１からその一部が臨出している引き金型スイッチノブ５２の作動板５３が
保護膜４６の突部５４と対向している。従って、ボリュウム４３は回転ツマミ４８により
操作することができ、電源スイッチ４２はスイッチノブ５２により操作することができる
。
【００２４】
図７に示すように、電池ケース４は、電池ケース上６０と電池ケース下６１が同一円周上
にほぼ等間隔に配置された６本のネジ６２により固定され一体化されてなり、電池ケース
上６０の後方側にマイクカバー６３が同一円周上にほぼ等間隔に配置した５本のネジ６４
により固定され、電池ケース４と一体化される。マイクカバー６３の周囲側面にオネジ７
５が形成されており、オネジ７５をアンプケース３の凹部２２の開口端部に形成したメネ
ジ７４にねじ込むことにより、電池ケース４をアンプケース３に収納する。
【００２５】
電池ケース上６０は、中心筒部６５と電池端子支持部６６を有し、中心筒部６５の周囲に
等間隔に放射状に１０個の単三電池を収納する。電池ケース下６１は単三電池の１／４～
１／５程度の高さの側壁部分６７を有し、単三電池の交換時に単三電池が引っ掛かって落
ちないようにすると同時に、単三電池を抜き出しやすくしている。即ち、単三電池が電池
ケース下６１の側壁部分６７に支えられて、電池ケース上６０から離れ、傾斜した状態と
なる。電池ケース下６１は１０個の単三電池の負極にそれぞれ接触する１０個の端子板６
８を収納する凹部６９を備え、端子板６８の先端が単三電池の負極に接触する。端子板６
８は、導電性と弾性にとむリン青銅に錆防止のためニッケルメッキしたものを使用する。
端子板６８は上記電池端子支持部６６に一方の端部を巻付けて固定し、電池の正極端子に
接触する接触部を形成するとともに折り曲げられて、電池ケース上６０の内側をへて隣接
する単三電池の負極に接触するように捻られて凹部６９に臨出する。端子板６８は単三電
池と同じ数あり、そのうちの少なくとも１つの端子板の正極側と他の端子板の負極側が回
転端子板７０の一方の面に形成したプリント配線にリード線を用いて接続される。このプ
リント配線は単三電池を直列又は並列、あるいは直並列に接続するよう配線がほどこされ
ている。プリント配線を変更するか、リード線の接続箇所を変更すれば直並列接続を変更
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することが可能であり、出力電圧・電流を変更することができる。
【００２６】
図８に示すように、回転端子板７０は円盤状に形成され、他方の面にプリント配線によっ
て３つの同心円状リングの回転接触部７１ａ、７１ｂ、７１ｃを形成している。一方の面
のプリント配線と他方の面のプリント配線はスルーホールによって接続されている。端子
板６８に接続されるリード線を他方の面に形成した回転接触部７１ａ、７１ｂ、７１ｃに
直接接続すれば、一方の面に形成したプリント配線及びスルーホールは省略することがで
きる。回転接触部７１ａ、７１ｂ、７１ｃは通常のプリント配線より厚い０．３ｍｍの銅
箔で形成され、ニッケルメッキされている。これにより接触による摩耗を防止あるいは軽
減し、また断線をなくし、かつ錆を防止する。この回転端子板７０は中央の穴に頭の表面
が平坦なボルト７２とナット７３によって電池ケース下６１の中央部に取り付ける。ボル
ト７２の頭表面と、３つの回転接触部７１ａ、７１ｂ、７１ｃとで４つの回転端子を構成
する。ボルト７２の頭の厚さは１ｍｍ程度あり、ボルト７２と回転接触部７１ａ、７１ｂ
、７１ｃ間に１円から５００円の通貨が接触したときに、電池のプラス端子が接続される
ボルト７２とマイナス端子が接続される回転接触部７１ａが短絡しないようにしている。
また、回転端子板７０を取りつける電池ケース下６１には、回転端子板７０の外側に、回
転端子板７０の厚さより高いガードリング７６を形成しており、電池ケース４が回転端子
板７０を下にして金属板などの上に置かれたときもボルト７２、回転接触部７１ａ、７１
ｂ、７１ｃが短絡しない様にしている。
【００２７】
この回転端子板７０は後述するマイクユニットからの出力リード線が接続され、電池の出
力端子２本と、マイクユニットの出力端子２本が回転接触部７１ａ、７１ｂ、７１ｃに接
続される。そして、電池ケース４のオネジ７５がアンプケース３の凹部２２のメネジ７４
にねじ込み収納されたとき、ボルト７２の頭表面、３つの回転接触部７１ａ、７１ｂ、７
１ｃと、４つの固定端子３１がそれぞれ接触し、接続される。電池のプラス端子をボルト
７２に接続し、マイナス端子を中央側の回転接触部７１ａに接続し、マイクユニットから
のプラス側出力リード線を外側の回転接触部７１ｂに接続し、マイナス端子を回転接触部
７１ｃに接続する。マイクユニットからの出力リード線と、電池の出力端子を回転接触部
に接続する場合、上記接続位置に限ることはなく、逆にしてもよく、また交互にしてもよ
い。
【００２８】
電池ケース上６０とマイクカバー６３がネジ６４によって一体化されるとき、マイク支持
体８０とマイク支持ゴム８１が同時に挟みこまれて固定される。マイク支持体８０はホー
ンマウス１、レフレクタ１７ａ、１７ｂ、ハンドル２、アンプケース３、電池ケース上６
０、電池ケース下６１、マイクカバー６３と同様のＡＢＳ等の比較的硬い樹脂材料の成型
体よりなり、マイク支持ゴム８１はネオプレンゴムや弾性のあるプラスチック材料等の弾
性材料よりなる。メガホンの外観を形成するホーンマウス１、ハンドル２、アンプケース
３、マイクカバー６３はカラー樹脂を使用してもよい。電池ケース上６０、電池ケース下
６１は耐熱性のよい樹脂、例えばＡＳＡ樹脂を使用するのが望ましい。
【００２９】
マイク支持体８０は図示のように鍔付き帽子の形状に形成され、その周辺部に、電池ケー
ス上６０の複数の凹部８２に嵌り合う複数の凸部８３と、ネジ６４が貫通する穴８４を有
する。またマイク支持体８０には、マイク支持ゴム８１と結合し、ずれないようにするた
め、中央穴８５とその周囲に複数の小さい穴８６を形成する。一方マイク支持ゴム８１に
は中央穴８５の内周に接するようにリング上の小さい突起８７と、その周囲に複数の小さ
い突起８８を形成し、それぞれ嵌め合わせ、ずれを生じないようにして固定する。これに
よりマイク支持体８０とマイク支持ゴム８１の位置決めと、回転を防止する。またマイク
カバー６３がマイク支持ゴム８１と接触する箇所に小さい突起８９が形成され、突起８９
がマイク支持ゴム８１に食い込むようにして取付ける。小さい突起８９はリング状に形成
されていて、マイク支持ゴム８１に食い込むことにより、マイクカバー６３の透孔を通し
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て侵入した水、水滴、蒸気が電池ケース、アンプケースの中に入らないように日常防水構
造にしている。
【００３０】
マイク支持ゴム８１にはマイクユニット９０を固定するための４本の弾性マイク支持柱９
１をマイク支持ゴム８１と一体成型して備える。４本の弾性マイク支持柱９１はマイクユ
ニット９０の厚さより高く形成され、その上方部にマイク取付け凹部９２を有する。マイ
クユニット９０がマイク支持ゴム８１に接触しないように、かつマイクカバー６３の内側
に接触しないようにマイク取付け凹部９２の位置決めをする。この実施例では組立て後の
完成状態においてマイクカバー６３とマイクユニット９０が接触しないように、マイクカ
バー６３の内側とマイクユニット９０は０．４ｍｍ程度の間隔を空けるよう位置決めされ
る。また弾性マイク支持柱９１もマイクカバー６３の内側に接触しないようにその長さが
設計されている。
【００３１】
図９（ａ）にマイクユニット９０の分解図を示すように、マイクユニット９０は、マイク
ケース上１０１、防水シート１０２（ルミラー（商品名））、正面音道と裏面音道を有す
る単一指向性バックエレクトレットマイクロホンユニットのような接話型マイク本体１０
３、マイクゴム１０４、防水シート１０５（ルミラー（商品名））、マイクケース下１０
６とから構成される。ここでマイク本体１０３は図３のマイク１２５に該当している。図
９（ａ）において、マイクケース１０１は異なる角度の断面図を２つ示している。マイク
ユニット９０は、まずマイク本体１０３をマイクゴム１０４の内部に挿入して、このマイ
クゴム１０４とマイクケース上１０１、マイクケース下１０６の間にそれぞれ防水シート
１０２、１０５、を挟むようにして重ね合わせて押さえ込むようにして一体化することに
よりマイクユニット９０を形成する。
【００３２】
このときマイクリード線１１５はマイクゴム１０４のマイクリード線溝１１６、マイクケ
ース下１０６のマイクリード線穴１１７を通して、導出される。マイクリード線１１５は
マイク支持ゴム８１を貫通し、マイク支持体８０、電池ケース上６０を通って回転端子板
７０の回転接触部７１に接続される。
マイクケース上１０１は周囲に４本の鉤型の組立てフック１０７が一体形成され、マイク
ケース下１０６に形成された４本の引っ掛け部１０８に引っ掛けることにより組立て一体
にする。マイクユニットを一体化するとき、マイクゴム１０４の周辺に突出形成した４つ
の凸部１０９を、マイクケース上１０１の周辺部に形成した４つの凹部１１０とマイクケ
ース下１０６の周辺部に形成した４つの凹部１１１にそれぞれ嵌めこみ、各部分の位置ず
れ、回転防止をする。
【００３３】
マイクケース上１０１とマイクケース下１０６は、ＡＢＳのような比較的硬い樹脂材料に
より形成され、マイクゴム１０４はシリコンゴムのような柔軟性のある弾性材料により形
成される。マイクゴム１０４は弾性マイク支持柱９１より柔軟性のあるものの方が望まし
い。この構造により、マイク本体１０３はマイクケース上１０１とマイクケース下１０６
の内部に、柔軟性のあるマイクゴム１０４によって弾性支持される構造にすることができ
る。そして、図９（ｂ）にマイクケース上１０１の正面図と断面図を示すように、周辺に
形成した４つの取り付け挟み部１１２を、４本の弾性マイク支持柱９１の取付け凹部９２
に挟み込むようにして取付ける。弾性マイク支持柱９１の取付け凹部９２とマイクケース
上１０１の取付け挟み部１１２の結合を強固にするため接着剤で固定してもよい。このよ
うにマイクユニット９０をネジなしで、嵌め合わせ構造によって組み立てることができる
。またマイクユニット９０を弾性マイク支持柱９１に挟み込むようにして取付けることが
できる。以上の構造により、マイク本体１０３はマイクゴム１０４と弾性マイク支持柱９
１によって、２種類の弾性および形状が異なる材料によって弾性支持される。
【００３４】
マイクカバー６３には、後方部に同心円上に４つの円周透孔１２０を形成し、またマイク
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カバー６３の側面の全周囲に多数のスリット状の透孔１２１を形成する。この構成により
、メガホンのマイクに接して入力する音声はマイクカバー６３の後方部の透孔１２０から
入る。特に中心側の２つの円周状透孔から入り、マイクの正面音道に入り電気信号に変換
される。本発明はマイク本体１０３として接話型マイクを使用しているので、メガホンの
マイクに接して入力する音声は裏面音道から入力しにくく、正面音道から入る音声が主と
して電気信号に変換される。メガホンから遠くの音声はマイクカバー６３の側面の全周囲
に形成したスリット状の透孔１２１から入り、マイクの正面音道と裏面音道に同時に入る
。またメガホンボディを通して入る音響振動は、マイクの正面音道と裏面音道に同時に入
り電気信号に変換される。マイクの正面音道と裏面音道に同時に入った音声、音響振動は
同相信号であるので、互いに相殺され除去することができる。同様に、スピーカからの回
り込み音響、メガホンボディ自身を伝達する振動、メガホン内部の部品を伝達する振動、
メガホン内部を通過する空気振動、またメガホンボディに接触する接触音や摩擦音もマイ
クの正面音道と裏面音道に同時に入り、互いに相殺されて除去することができる。
【００３５】
以上のように本発明のマイクユニットは、マイクケース上１０１、防水シート１０２、マ
イク本体１０３、マイクゴム１０４、防水シート１０５、マイクケース下１０６とから構
成され、これらを相互に嵌め合わせて組み立てることができ、マイクユニットは４つの取
り付け挟み部１１２を、４本の弾性マイク支持柱９１の取付け凹部９２に挟み込むように
して取付けることができるので、特別な工具なしで組立てられる。
【発明の効果】
【００３６】
本発明によれば、弾性マイク支持柱にマイクユニットを取り付けるので、弾性マイク支持
柱自身の弾性を利用することができるとともに、弾性マイク支持柱の柱としての弾性も利
用することができ、また複数の弾性マイク支持柱の弾性も利用するので、多種類、多方向
からの不要な振動を吸収することができ、雑音やハウリングの少ない取付け構造を得るこ
とができる。
また本発明は複数の弾性マイク支持柱にマイクユニットの取付け凹部を挟み込むようにし
て取り付けることにより組み立てることができるので、取付けが容易である。
更に本発明は、マイクユニットの内部にマイク本体を柔軟性弾性を介して取付けるので、
弾性マイク支持柱と柔軟性弾性の２種類の弾性材を利用することができ、幅広い周波数、
レベル差の大きい雑音に対応することができる。
また本発明はメガホンの後方部に収納される電池ケースに、複数の弾性マイク支持柱を形
成し、この弾性マイク支持柱にマイクユニット周辺のマイク支持部を嵌め合わせる構造で
あるから、非常にコンパクトに組み立てることができる。
また本発明は、メガホンの組立て後に、調整具挿入用透孔に調整具を挿入してマイク感度
調整用ボリュームの回転軸を回転させて調整することができ、個々のメガホンで最適のレ
ベルを調整できる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】メガホンの断面図を示す。
【図２】アンプケースの断面図を示す。
【図３】アンプ回路及びサイレン発振回路のブロック図を示す。
【図４】Ｌ端子の説明図を示す。
【図５】アンプケースの断面図を示す。
【図６】メガホンの背面図を示す。
【図７】電池ケースの分解断面図を示す。
【図８】回転端子板の説明図を示す。
【図９】マイクユニットの分解断面図を示す。
【符号の説明】
【００３８】
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１ ホーンマウス
２ ハンドル
３ アンプケース
４ 電池ケース
２５ プリント基板
３１ 固定端子
６０ 電池ケース上
６１ 電池ケース下
６３ マイクカバー
６５ 中心筒部
６６ 電池端子支持部
６８ 端子板
７０ 回転端子板
７１ａ、７１ｂ、７１ｃ 回転接触部
８０ マイク支持体
８１ マイク支持ゴム
９０ マイクユニット
９１ 弾性マイク支持柱
９２ マイク取付け凹部
１０１ マイクケース上
１０３ マイク本体
１０４ マイクゴム
１０６ マイクケース下
１０７ 鉤型の組立てフック
１０８ 引っ掛け部
１０９ 凸部
１１０ 凹部
１１１ 凹部
１１２ 取り付け挟み部
１２９ マイク感度調整用ボリューム
１４０ 調整具挿入用透孔
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【図１】

【図２】
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